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第三部 内定者の官庁訪問 体験記  

 

このコーナーでは、経験しなければなかなか実体が掴めない官庁訪問の様子をお伝えします。後半に内定

者の座談会も載せていますので、訪問前のイメージトレーニングに是非お役立てください。 

なお、掲載している情報はあくまで H29 年度官庁訪問における経験に基づき、内定者の視点から語られ

たものであり、来年度以降の官庁訪問のシステムや内容は以下と異なる可能性があります。 

 

－ 環境省の官庁訪問（総合職試験）の簡単な流れ － 

H29 年度官庁訪問はおよそ 2週間に渡って実施されました。夏は全 5クールに分けて実施され、1

クールにつき 1回まで同じ省庁を訪問できました。技術系区分の既合格者向けに、春期官庁訪問も実

施されました。最新の詳しいルールは人事院Webサイトで紹介されるので、しっかり確認しておきま

しょう。 

 

①官庁訪問前 

国家公務員試験合格後、環境省Webサイトから官庁訪問申込票をダウンロードし、記入します。 

②官庁訪問初日 

申込票を持参して環境省へ。初日からしっかり面接を行うので、気合を入れていきましょう。 

③官庁訪問期間中（第 1~4クール） 

面接を 1日に何度も繰り返し行います。面接だけでなくグループディスカッションが行われる場合

もあります。日によって形式は異なるので、臨機応変に対応しましょう。 

④官庁訪問最終日（第 5クール） 

内々定！ 

 

－ 環境省の官庁訪問（総合職試験）の面接 － 

面接回数は人によって異なりますが複数回行われます。面接では官庁訪問申込票を元に質問をされ

たり、自己 PR を求められたりします。加えて、説明会では聞けないような具体的な業務内容を聞い

たり、政策について議論したりすることによって、しっかりと環境省の業務内容を理解することがで

きます。時間は 1回 30分から 1時間程度です。面接に呼ばれるまで時間がかかりますので、その間は

控え室で他の訪問者や職員の方と話したり、ノートや申込票を見返したりして面接に備えましょう。

H29年度はグループディスカッションも実施されました。また、官庁訪問終了時刻は官庁によって異

なりますが、環境省は比較的早い時間に解放してもらえます。 

 

－ 環境省の官庁訪問（総合職試験）の服装 － 

夏の官庁訪問はクールビズ期間中に実施することが多く、軽装が推奨されています。そのため、訪

問者も半袖シャツを着たり、ネクタイを外したりした状態で面接を受けることが可能です。もちろん

冷房が苦手であればジャケットを羽織っても大丈夫です。体調管理に気をつけて、無理のない格好で

お越しください。 

 



H30 年度 環境省総合職理工系 内定者の声 

 

25 

 

－ 環境省の官庁訪問（総合職試験）の体験記(座談会) － 

-----総合職試験に見事合格！それで、官庁訪問って実際どんな感じ？----- 

※ 座談会形式のためフランクな文体ですがご容赦ください。※ 

 

【官庁訪問前に準備した事は何ですか？】 

はちぞう ：申込票の準備、結構時間かけたな。 

DK ：申込票って志望動機とか書く紙であってるよね？ 

はちぞう ：そうそう 

DK ：それなら時間かかった気がする 

辛党 ：なんとなく書く内容イメージしてたけど、意外と書き始めると時間かかった(笑) 

しろすけ ：手書きかパソコンで書くか迷った記憶がある、、 

はちぞう ：俺太郎くん、手書きだったっけ？僕はパソコンにしたなあ。 

DK ：私はワードです！ 

DK ：確か、去年のレビューにどっちでもよかったっていうコメントあった気がしたから 

辛党 ：ワード派～。PCの方が直しやすくて(笑) 

俺太郎 ：ワードだと時間かかりそうだったんで手書きでやりました 

DK ：それは、ワード苦手なだけでは？(笑) 

辛党 ：（どういうことなんだ...） 

はちぞう ：（同じく...） 

俺太郎 ：ワードだと書き直せるからやっぱこうした方がいいとか時間がかかりません？手書きなら一回書

いたらなおさなくていいので… 

はちぞう ：笑 大胆だね。 

DK ：なるほど…。 

辛党 ：間違えないってことか。迷いないな(笑) 

はちぞう ：官庁訪問中ずっと、下手すると目の前に置かれて使われ続けるから、そのことは意識して準備し

たほうがいいよね。 

辛党 ：確かに～。同意 

俺太郎 ：そんなに重要だと思ってなかったので、ミスしたもので出してしまったんですが最後まで使われ

ましたね！ 

DK ：大胆すぎだろ(笑) 

アプリコット ：遅くなりましたー 
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辛党 ：おつかれ～ 

DK ：いらっしゃいませ 

アプリコット ：志望動機の欄大きくてどれくらい書くのが正解かめっちゃ悩んだ記憶ある… 

はちぞう ：そうだったね… 正解がどんな感じかはわからないけど、志望動機、特に関心のある分野、とか

見出しを付けて読みやすいように工夫して、一応下まで埋めたなあ。 

 

DK ：新幹線の手配大変だった 

はちぞう ：毎回通ってたんだったっけ？ 

DK ：そう。 

辛党 ：ヤバ w 

DK ：時間ある人は素直に宿とるべき。本当に疲れるよ。 

アプリコット ：ホテルもずっと過ごすところだからこだわった方がいいと思う！ 

アプリコット ：私は温泉付きのホテル選んで毎日リフレッシュするようにしてましたー 

辛党 ：温泉付き！？すごい(笑) 

しろすけ ：ホテルはお金が飛んで行きました(´；ω；`) 

はちぞう ：辛党くんも宿？ 

辛党 ：地方からだと大変。僕はホテル「実家」に泊まったからお金かからなかったな 

はちぞう ：あ、そうだったね。 

アプリコット ：家近い人ほんとに羨ましかったです… 

 

辛党 ：面接対策が分からなくて困ったな。取りあえず、志望動機とか普通のことは言えるようにしよう

としたけど 

DK ：面接の準備は特にしてないね。 

辛党 ：準備無しはすごい(笑)志望動機とか普通のことの準備してた。いかんせん何準備すればいいか分

からなくて... 

DK ：研究室とか、課外活動で初対面の専門家と話す機会多かったからかな？ 

DK ：まあ、話す骨子くらいは固めてたような記憶はあるよ 

はちぞう        ：白書読んだなあ。結構対策になった。あとは申込票を書くときに、頭や気持ちが整理されるよね。 

辛党 ：申込票で整理されるのはある(笑) 

アプリコット ：ノートに聞かれそうな質問とかメモして、自己分析をどんどん深めていってた！ 

DK ：自己分析は大事だと思う。 

アプリコット ：白書は量が多すぎて途中で無理だと思ってしまったので、こども白書読んでましたー(ちょっと
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遅れたけど…) 

DK ：白書は量がね。膨大だからね。 

 

俺太郎 ：軽食はもっていった方がいいと思いました(第１クールお昼ご飯呼ばれなくて腹ペコだったので) 

辛党 ：そんなことあったね(笑) 

DK ：あらかじめ、地下のコンビニで買っとくといいかもね 

DK ：昼はものすごい混むから 

 

【官庁訪問全体の印象はいかがでしたか？】 

DK ：第 3クールと第 4クールの境目で胃が急激に痛くなる。あれはやばかった(；・∀・) 

辛党 ：ずっと吐き気してた(笑)官庁訪問通して 

DK ：環境省しか訪問してないけど、対応して頂いた職員皆さん、優しかった 

アプリコット ：分かりますー‼ お昼の時間に話しに来てくださるのもありがたかった！ 

辛党 ：確かに優しかった～ 

はちぞう ：テーブルを囲んで座って、周りの人とも結構話せたなあ。 

DK ：初日のテーブルはいろいろ面白かった(笑) 

アプリコット ：同じ日に訪問した人とまた次のクールで会えた時はホッとしました！ 

アプリコット ：メンバー濃かったですよね笑 

はちぞう ：何があったの？ >DKくん 

DK ：ある面接官の情報が過熱してた 

はちぞう ：春採用は、どんな感じだったの？ 

しろすけ ：人数が少なかったから結構しっかり見てもらえた感じはした！ 

DK ：夏は多いから面接する方も疲弊するよね 

辛党 ：忙しそうだったね。でも、17:00くらいには帰してくれてたすかった(笑) 

はちぞう ：夏も、1回の面接が長めの時もあって、しっかり見てもらえる感じはあったよね。 

しろすけ ：1人の方に 2時間もお話ししてもらって、すごく楽しかった 

辛党 ：そんなに長いのあったんだ。楽しく話しできると気持ち的に楽だよね。僕はプレッシャーに弱く

てそれどころじゃなかったけど汗 

DK ：理工系に関しては長く残ったからといって、とってもらえるわけではない！！と思いました。 

アプリコット ：私毎回帰れるの遅くてめっちゃ不安になってました… 

はちぞう ：いろんな部署の人とお会いできて、面白いと思う仕事が官庁訪問中も増えていったなあ。 
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【環境省の面接で苦労した点や印象に残ったやりとりは何ですか？】 

はちぞう ：印象に残った質問とかあった？質問に限らず、やり取り、言葉でも。 

DK ：3000億円の使い方 

はちぞう ：どういうこと？ 

DK ：予算の使い方ってことなんだけど 

DK ：どうする？って聞かれていろいろ考えた結果、よく分からなかった(笑) 

辛党 ：3000億円は僕も聞かれた。 

はちぞう ：もうちょっと詳しく教えて。僕はそんな質問なかったなあ。まったく前提もなく、どう使ったら

よいと思うか聞かれたの？ 

辛党 ：ああ、ごめん。地球温暖化対策として、3000億円予算もらったら何する？って聞かれた 

DK ：求められてるのは、論理性だろうし、正解である必要はないと思う。今にして思えば 

はちぞう ：確かに、アイデアを聞かれる質問は多かった気がするなあ。やっぱりいろいろ新しいことを考え

て、チャレンジしようとしている省庁なんだなって思った。 

アプリコット ：実際に行われていることに関する質問も多かった気がします！今こういうことやってるんだけど、

それについてはどう思うかなど… 

辛党 ：分かる！今やってる施策に対してどう考えるかって話は結構あったな。聞かれたら自分の考えを

そのまま話してた。勢いで思ったこと答えてたから変なこと言ってたかも(笑) 

辛党 ：僕は、環境専門だったから環境以外のことを何度もいろんな面接で聞かれ続けたな。国家公務員

っていろんな知識必要なんだなあって改めて思った汗 

しろすけ ：むしろ私は環境が専門じゃなかったから研究のこととかも結構聞かれた 

しろすけ ：初対面の人にわかりやすく自分の研究内容伝えるのって難しい(＞人＜;) 

はちぞう ：そうだよね。やっぱり理系で、研究していたら、研究内容を伝える準備、心構えはしておいた方

がいいよね。 

DK ：研究の話は、分野が分野だけに毎回聞かれた覚えがある 

アプリコット ：学部だったので全然研究進められてなかったんですけど、詳しく聞かれることもあったので準備

はちゃんとしておくべきですね！ 

辛党 ：研究内容も環境だったからガツガツ聞かれて結構きつかった汗絶対、研究関係の準備も必要！ 

はちぞう ：必ずしも、みんな環境ど真ん中の研究をしているわけではなかったよね？ 

辛党 ：うん。受けてる人自体、いろんなところから来てるイメージ強かったな。環境にはしっかり興味

あるみたいだったけどね（当然か） 

DK ：理工系は概ねそんな気がする 

辛党 ：そういえば、趣味とかって聞かれた？(笑) 結構、砕けた感じで話とかしてくれる人はいたな～ 
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アプリコット ：一回くらいしか聞かれなかったかな… 

はちぞう ：僕は結構聞かれたかも。 

辛党 ：ちなみにどんな趣味？ 

はちぞう ：申込票を見返すと、中国語、旅行、長距離走、って書いてる。 

辛党 ：趣味:中国語はすごいな 

はちぞう ：趣味です 笑 官庁訪問中、人柄も含めて、よく話を聞いてくださって、受け止めてもらえた感

じがするな。 

はちぞう ：官庁訪問中、採用担当の方からアドバイスをいただけたりもしたよね。 

はちぞう ：勉強法のところで、模擬面接をよく利用してアドバイスをもらった方がいい、とかいうことも書

いたんだけど、面接期間中もまさかアドバイスをいただけるとは思わなくて、うれしかったな。 

 

【環境省の面接中に困った質問はありましたか？】 

辛党 ：さっきすでに少し出てたような(笑) 

俺太郎 ：質問じゃないけど君は採用されないと思うって言われた時は困ったな… 

辛党 ：!? 

アプリコット ：え、そんなこと言われたんですか？ 

はちぞう ：そんなことあったんだ...！ 

 

アプリコット ：武勇伝…笑笑 

辛党 ：武勇伝は僕も聞かれた汗。話が長すぎてほとんど頭に残らないって言われた(笑) 

はちぞう ：CO2の累積排出量とか化石燃料の量とか、大きなデータをいくつか見て、それで、どうしたらい

いと思う？という感じで、広い質問をされた時は大変だったな。 

はちぞう ：温暖化対策の一部だけでなく、全体を考えないといけないような感じで。 

辛党 ：さっきも言ったけど環境以外の政策を深掘りされたのは大変だったな。ホント広い目持ってない

といけないんだなって思った。 

俺太郎 ：僕みたいに否定的な評価受けても自分のダメな部分を見つけて修正していくのは結構大事だと思

った 

辛党 ：すごいポジティブ！でも自信無くしたらおしまいって言われたりもしたからそれはいいのかも！ 

はちぞう ：よく言われることかもしれないけど、官庁訪問中に成長できる、っていうところはあるよね。い

ろんな話を聞けるし、しかも（少し話が戻るけど、）アドバイスもいただけたりするしね。僕

も成長できたかなって思うよ。 
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【環境省の訪問前後のイメージに変化はありましたか？】 

俺太郎 ：環境省の方と話して環境省のイメージがかわったというよりは環境を守るって口でいうよりずっ

とずっと難しいことだなとは再実感させられたかな… 

辛党 ：個人的にはたくさん説明会に行ってたからそんなにイメージ変わらなかったなあ 

はちぞう ：説明会に行くのは、やっぱり大事な気がしたかな。説明会で持ったイメージからは、そこまで変

わらなかったかも。 

辛党 ：確かに～。でもイメージ固めていくのは大事だよね 

DK ：説明会は地方であった一回のみ、参加しました。特にイメージの変化もないですかね 

アプリコット ：私もなかったですねーみなさん環境問題に対してすごく熱い思いを持ってらっしゃる方が多いな

と実感しました！ 

辛党 ：強いて言うなら、普段優しいイメージだったけど、優しいだけじゃなくてやっぱり意見はしっか

りしてて、やるときはやる！っていうのは再確認できたなあ 

はちぞう ：説明会も含めて考えると、結構変わったかな。環境っていっても、経済ともつながっているし、

地域社会ともつながっているし、環境という切り口からいろんな社会問題にもきちんと目を向

けて、取り組んでいるんだなと思ったよ。 

 

 

 

いかがでしたか？以上の体験談はあくまで今年度の内定者の主観に基づくものです。 

官庁訪問には一人ひとり特別なストーリーが生まれるもの。もしこの冊子を見ていただいて、国家公

務員に興味をもっていただけたのであれば、是非将来の選択肢の一つとしてご検討ください。 

 


